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問1 『方丈記』などの文学作品に色濃く反映されている、社会が安定せず、戦乱が絶えない
世の中の状態を指す言葉は何？

問2 『東方見聞録』を記した、モンゴル帝国のフビライ＝ハンのもとを訪れたイタリアの旅
行家は誰？

問3 北条時宗が執権として防戦にあたった、大陸から攻めてきた軍勢を何という？

問4 源頼朝が全国に配置した、軍事・警察権を持つ役職である「守護」と、荘園や公領の管
理・年貢徴収を担う役職をまとめて何という？

問5 鎌倉時代に、踊り念仏を広めて時宗を開いた僧侶は誰？

問6 鎌倉時代、幕府の打倒をめざして挙兵し、敗れて隠岐に流された人物は誰？

問7 十字軍の遠征が活発に行われた時期は、日本の歴史ではどの時代にあたる？

問8 承久の乱の後、朝廷の監視と西日本の武士を統制するために京都に置かれた機関を何と
いう？

問9 鎌倉時代後半に、荘園領主や幕府の命令を無視して年貢を奪い、実力行使によって抵抗
した集団を何という？

問10 鴨長明が著した『方丈記』のように、作者自身の見聞や感想などを自由な形式で書いた
文章のジャンルを何という？

問11 11世紀末、ローマ教皇の呼びかけで、イスラム勢力から聖地エルサレムを奪還するため
に組織された遠征軍を何という？

問12 承久の乱で朝廷に勝利した後、鎌倉幕府が京都の朝廷を監視するために設置した役所を
何という？

問13 鎌倉幕府が、地方の軍事や警察、徴税を行うために設置した役職は守護と何か？

問14 源氏が平氏を滅ぼした最後の決戦が行われた場所はどこ？

問15 後鳥羽上皇が鎌倉幕府を倒そうとして起こし、幕府がこれを鎮圧した戦いを何という？

問16 後鳥羽上皇が鎌倉幕府の打倒を目指して挙兵し、敗北した事件を何という？

問17 鎌倉幕府が京都の監視や西国の統治を目的として設置した機関を何という？

問18 鎌倉時代に東大寺南大門を再建し、大仏様の建築様式を取り入れた僧侶は誰？

問19 武士の気風を反映し、写実的で力強い特徴を持つ、鎌倉時代に栄えた文化を何という？

問20 将軍と御家人の関係において、御家人が果たすべき最も重要な任務の一つである、戦い
に参加する義務を何という？

問21 モンゴル帝国による日本侵攻の際に、火薬を用いた兵器が使用されたのはいつ頃？

問22 浄土真宗を開き、念仏を唱えれば誰でも救われると説いた人物は誰？
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答え合わせ・解説

問1 答え
乱世

「乱世」という言葉は、平穏ではない社会の荒廃や人々の不安な心理を表します。鴨長明は、当時の京都で起きた火災や地震
などの災害を目の当たりにし、この乱世における人間の無力さを記録に残しました。

問2 答え
マルコ・ポーロ

マルコ・ポーロはヴェネツィア出身の商人であり、中央アジアを通って元の都（大都）へ渡り、フビライ＝ハンに仕えまし
た。帰国後に投獄された際、同房の人物に語り聞かせたアジアの記録が『東方見聞録』としてまとめられました。

問3 答え
元軍

執権である北条時宗は、この要求を拒否しました。その結果、元は二度にわたって日本へ大軍を送り込みました（文永・弘安
の役）。時宗は御家人を指揮し、激しい防戦を行いました。元軍の高度な戦術や火器に苦戦しましたが、最終的に元軍は撤退
しました。

問4 答え
守護・地頭

頼朝は、朝廷の許可を得て、各国に「守護」を、荘園や公領ごとに「地頭」を置きました。守護は軍事・警察・徴税などを指
揮し、地頭は土地の管理や年貢の取り立てを行いました。これにより、全国的な武家による支配体制が整いました。

問5 答え
一遍

一遍は全国を旅しながら、念仏を唱えて踊る「踊り念仏」を行うことで、阿弥陀仏の教えを広めました。彼が始めた宗派は時
宗と呼ばれ、身分に関係なく多くの民衆から支持を集めました。

問6 答え
後鳥羽上皇

1221年、上皇は全国の武士に対して幕府討伐の院宣を出し、挙兵しました。これが「承久の乱」です。しかし、北条政子らの
主導により幕府軍が迅速に対応したため、朝廷側は敗北しました。その結果、首謀者である後鳥羽上皇は隠岐へ流されること
となりました。

問7 答え
鎌倉時代

十字軍が始まった1095年は日本で院政期（平安時代末期）にあたりますが、戦いが本格化した12世紀から13世紀にかけて
は、ちょうど鎌倉幕府が成立し、発展していく時期にあたります。

問8 答え
六波羅探題

幕府は京都に「六波羅探題」を設置しました。これは朝廷や西国の武士を監視し、京都周辺の治安維持や裁判を行うための重
要な出先機関でした。

問9 答え
悪党

悪党は、荘園領主や幕府の統制を無視して、力ずくで年貢の徴収を妨害したり、所領をめぐって紛争を起こしたりした武装集
団です。武士だけでなく、土豪や農民が含まれることもありました。

問10 答え
随筆

随筆は、特定の形式にとらわれず、著者が感じたことを素直に綴る形式です。鴨長明の『方丈記』は、社会の無常を独自の視
点で捉えた傑作として、中世文学の代表とされています。

問11 答え
十字軍

1095年、ローマ教皇ウルバヌス2世の呼びかけにより、聖地を奪還するための軍勢が組織されました。遠征は複数回にわたっ
て行われ、盾に十字の印をつけたことから「十字軍」と呼ばれます。

問12 答え
六波羅探題

鎌倉幕府は京都に「六波羅探題」を設置しました。これは、単に京都の治安維持を行うだけでなく、朝廷の監視、さらには西
日本の御家人の裁判や統率を担う重要な機関でした。これにより幕府の支配力は西日本にまで大きく広がることとなりまし
た。

問13 答え
地頭

守護は各国の軍事指揮や治安維持を行い、地頭は荘園や公領の管理、年貢の徴収を行いました。これにより、幕府は朝廷の権
限が強い地域にも介入できるようになりました。地頭の中には、横暴な振る舞いをして農民や荘園領主とトラブルを起こす者
も多く、幕府の権力基盤としての側面と、社会問題の原因という側面を持っていました。

問14 答え
山口県下関市

1185年、現在の山口県下関市にあたる壇ノ浦で、源義経率いる源氏軍と平氏軍が激突しました。この戦いは海戦で行われ、幼
い安徳天皇を連れていた平氏は敗北し、一族の多くが滅亡しました。

問15 答え
承久の乱

1221年、後鳥羽上皇は幕府を倒すよう命じましたが、北条政子の演説で結束した幕府軍が京都へ進軍し、朝廷軍を撃破しまし
た。この勝利により、幕府の権力は決定的なものとなりました。

問16 答え
承久の乱

1221年、後鳥羽上皇が幕府の倒幕を狙って挙兵した事件を承久の乱と呼びます。北条政子の演説によって御家人たちが結集
し、幕府軍は朝廷軍を圧倒しました。この乱の結果、幕府は朝廷の力を抑え込むことに成功し、天皇の廃位や配流を行う権限
まで持つようになりました。

問17 答え
地方行政機関

1221年に六波羅探題が置かれ、そこには北条氏の一族が就任しました。単なる軍事施設ではなく、朝廷との交渉、京都の治安
維持、西国の御家人の統率といった行政・司法の役割を担いました。

問18 答え
重源

重源は朝廷や幕府の協力を得て、東大寺の再建という大事業を主導しました。その際、中国（宋）の新しい技術である「大仏
様（天竺様）」を導入し、太い木材を組み合わせて強度を高める力強い建築を行いました。この様式は、当時の武士の気風や
鎌倉時代のたくましい文化を象徴するものとなりました。

問19 答え
鎌倉文化

鎌倉文化は、武士の気風や、新しく起こった仏教の影響を受けています。彫刻では写実的で力強い表現が、文学では『平家物
語』のような軍記物語が人々に親しまれました。また、禅宗の影響を受けて、簡素で力強い美意識が確立されたのも大きな特
徴です。

問20 答え
軍役

御家人の重要な義務が軍役です。これは将軍から命じられた戦場に馳せ参じ、自ら武具を揃えて戦う義務のことです。これに
加え、京や鎌倉を警備する番役などの奉公がありました。これらを通じて、御家人は自分の領地を守り、主君からさらなる恩
賞を得ることを目指しました。

問21 答え
十三世紀後半

十三世紀後半の二度にわたる元寇において、元軍は日本軍とは異なる戦法をとりました。特に、当時の日本では馴染みのなか
った火薬兵器を使用し、武士たちを大いに苦しめました。

問22 答え
親鸞

親鸞は、法然の弟子として活動し、阿弥陀仏の救いを信じて念仏を唱えれば、罪深い人間であっても救われるという「悪人正
機説」を説きました。門徒を自称する人々を中心に、武士や農民へ広く浸透しました。自身の教団を組織し、絶対他力を強調
した点が特徴です。


